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短 報

Eizi AKITA Y A 1978 Short Report: Development of a Long-'1'erm '1'emperature Recor-

der. Low Temperature Science， Ser. A， :J'7. 

乾電池を用いた長期自記温度記録計の試作*

秋田 谷英次

(低温科学研究所)

(昭和 53年 10月受理)

商用電源のない場所で，長期間温度記録をとるために，福田1)は特殊なパッテリーを電源

とした記録装置を試作した。本報告は福田の試作機をさらに低消費電力用に改良したもので，

単 1乾電池山本を使用し，大雪山と黒部の 2カ所の山中で冬期 6カ月以上の温度記録が得ら

れた。第 1図aに本装置のブロックダイヤグラムを示した。
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温度記録装置の構成及び原理

北海道大学低温科学研究所業績 第 1951号

低温科学イ物理篇 第 37輯 昭和ラ3年

a 

b 

c 

ア、ロッ F夕刊イヤグラム

動作チャート

凹路図図は'1'1が on

になった直後を示す

('1'1のスイッチ SWの

接点が 1に切りかわっ

た直後)0t2秒後(30秒)

には X1のスイッチが

閉じ X2のスイッチは

接点 2に切りかわる。

t1 (30分)後に'1'1が o妊

(接点 2)になると X2の

スイッチは接点 lに切

りかわり最初の状態に

もどる
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R;祖度記録音iーで A，B2つのタイプを用いたが，いずれも感圧式記録紙を使用するもので測温

素子にはサーミスタを用い， DC 12Vで¥駆動する。

A:三栄測熔又は宝工業 8 C 31型(テスターレコーダー)，瓶度幅 500C(-30~ +20， 20~ 

700C)，記録紙有効幅 58mm，消費電流 160mA. 

B:宝工業 R711型，温度中高 600C( -50~ + 10oC， -30~30oC)，記録紙有効幅 70mm，消

費電流 200mA. 

T1;プログラムタイマー， 111佐時計 YT-D400， 24時間中の任意の時間にスイッチを on，0妊

できる。ただし最小時間関隔設定は 30分でち実際には 31時間おきに 1Iヨ8回作動させた。電

源は DC1.5 V， tie. 1乾電池 l伯iで 1年以上使用可能n

Bl> B2; プログラムタイマー及び記録計用電iJJ;(でアルカリ乾電池を用いた。 (B11i潤，Bz 9似)。

Tz; 1回の記録時間を設定するタイマーで自作した。

第 1図bの動作チャート， cの@路凶により動作原理と部品についての説明をする。 T1の

タイマーのスイッチは単極単投型(端子が 2{隈)なので改造して単極双投型のマイクロスイッ

チ (COM，NO、NCの3端子)を取付けたー第 1図 g の SWoT1が onになると最低 30分間は on

の状態を保ちこの間中記録計を作動させると電池はじきに消耗してしまう。 そこでタイマ-

T2によりら秒だけ記録計を作動させる。 T2はらの時聞をきめるリレー X1とX1を制御するリ

レー Xzからなっているわ

X1;ディレーリレー 立石電機 MY2V，1O~60 秒可変

Xz;キープリレー 立石電機 MY2K，いずれも DC12V用小

動作チャートと回路図からわかるように， T1が on(接点じになると記録計が作動しら秒後に

Xzのリセットコイル (r)に電流が流れ記録計の電源を切る o 30分後 T1が o妊(接点 2)になる

とXzのセットコイル (s)に電流が流れ X2のスイッチは最初の状態にもどり ，T1が次の onに

なるのを待つ。 r，Sの通電時間は約 15m secである。 1聞の記録時間らは記録紙の送り速度を

考慮してきめるn 記録音I-Aは送り速産 180mm/日なのでら=30秒 (10打点)が適当で， 1日分

の記録紙の長さは 12mmとなる n 記録青I-Bは送り速度 600mm/Hでら=15秒 (5打点)とす

ると 1日分の記録紙の長さは 20mmとなるハ 1日に記録計が作動する時間{電源 Bzの使用時

間)は Xzの作動時間が無視できるので記録計 Aの場合 4分， Bの場合 2分となる。

1977~78 年の冬北海道の大笥111"1'1 と北アルプスの黒部の山中に A 型記録計を用いた装置

第2図 大雪111におけるjLll皮の記録例

l日81i'!1，1問の記録時[百J30秒， 1日あたりの記録祇の長さ 12mm
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を 1台ずつセットしたが両者とも半年以上の記録がとれた。温度条件は大雪山中の方がはるか

にきびしくー30
0
C近くまで下ったが 7カ月にわたり温度の記録がとれた。第 2図に大雪山で

の記録例を示した。

本装置の -30
0Cまでの耐寒テストを低温室で2日聞にわたりおこなったが A，B記録計と

も正常であった。又寒冷地で長期間使用するためには乾電池の低温下で、の性能が重要となる。

そこで A，B2社のアルカリ及びマン

ガン乾電池(単 1形)の耐寒テストを

おこなった。製造年月日の同じものを

-30
0Cの低温室に入れ，温度記録計

とほぼ消費電力が等しくなるように

8.4 Qの抵抗を負荷としてつなぎ連続

放電時の電圧を記録した。第 3図に結

果を示したが， -30
oCでも電流を流さ

なければ常温のときと電圧はほとんど

差がなくいずれも1.5V以上であった，

第 3図p。

電流を流すといずれも電圧は急に

低下する，第 3図q。時間の経過につ

れてマンガン乾電池(A'， B')の電圧低

下が著しい。本装置のように低い温度
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第3図 -300Cにおける乾電池の耐寒テスト

A社製品 Aアノレカリ， A'マンガン
B社製品 Bアノレカリ B'マンガン
p; 電流をiiiEさない時

p. 

q; 8.4 Q の抵抗を通して電流を流した直後

条件の下で使用する場合はアルカリ乾電池が適していることがわかるc 記録計の電源電圧の変

動の許容は土10%なので乾電池 9本を用いた場合電池 1個あたり1.2Vに低下するまで使用

できることになる。 2種類のアルカワ乾電池 (A，B)について1.2Vに低下するまでの時聞を

比較すると Aでは 75分， Bでは 30分となっている。 このテストでは連続して電流を流して

いるが，実際には 3時間おきに 30秒又は 15秒なので，直ちに比較することはできない。しか

し耐寒性についての一応の目やすとなるであろう。実際の使用にあたっては製造年月日の新し

いものを用い(乾電池の底に記入してある)，又メーカーによって低温下での性能に差異のある

ことを考慮する必要がある。

大雪山中への記録計の設置，回収には気象学部門小林俊一助手，同大学院生金田安宏君を

はじめ大雪研究グループのお世話になった。ここに記して深謝致します。
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